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基 本 制 御 文 に つ い て

(NO文,JOB文,EXEC文)
※

景 川 耕 宇

各種 の プ ロ グ ラ ミン グ言 語 に はか な りの 共 通 点 が あ り。 市 販 され て い るプ ロ グラ ミン グ解 説 書 を1

冊 読 む だ け で 、 どの 計 算 機 シ ス テ ム を使 用 す る の も何 とか 可 能 とな る。 しか し なが ら 、F230-60程

度 の 計 算 機 シ ステ ム に 用 意 され て い る制 御プログラム は 多 くの 機 能 を持 って お り、 この 汎 用 に 設 計 さ

れ た シ ス テ ム を効 率 よ く使 用 す る の は そ れ 程容 易 で は な い 。 そ こで 、制 御 プ ロ グ ラム へ の実 行 の 手順

と もい うべ き制 御 文 に つ い て 、一 般 的 な もの は非 常 に 簡 単 な 形 で使 え る よ うに な っ て い る 。 た とえ ば

FORTRANプ ロ グ ラム の 実 行 をす る ジ ョブ の 制 御 文 は 次 の よ うに す れ ば よ い 。

$NO

$QJOB

$FORTRANGO

$GO

$JEND

しか し、 利 用 者 が集 団 フ ァ イ ル を使 う とな る と事 態 は か わ って きて か な り複 雑 な 制 御 文 を,ll・:かね ば

な ら な くな る。 本 来 、 制 御 文 に よ っ て ジ ョブ の性 格 及 び ジ ョブ の 中 の す べ て の ジ ョブ ステ ップ(上 記

の 例 で はFORTRANの 翻 訳 、 結 合 、実 行 は 各 々1つ の ジ ョブ ステ ッ プ で あ る)を 指 定 し各 ジ ョ ブ ス

テ ップ で 使 用 す る 各 種 の 作 業 用 フ ァ イ ル 、 入 力 フ ァ イル 、 出 力 フ ァ イ ル を指 定 し なけ れ ば な ら な い の

で あ る。

F230-60シ ステム用 と して 多数 の 説 明書 が 発行 され てい るが 、ほ とん どが文 法書 とい う6多式

であ る ため 実際 の使 用 には不 便 な こ ととか 、や って み なけれ ばわ か らな いこ とが 多 くみ られ る。 これ

は文法 書 の性格 上 い た しか たな い こ とで あ る。 といっ て も、文 法書 で陽に指 定 してい ない こ とは一一般

には使 っては いけ な いので あ るが 、実際 には うま くい くこ とが 多いの で問 題 なの であ って 、本来文 法

書 にその責 任 を負 わす もの で もな い筈 では あろ う。 以 後数 回に わた って い ろい ろな文法書 の解 説 を し

て い く計 画 であ るが 、 これ は文 法書 の不備 を補 う意 味 の解説 とい うよ りむ しろ文法 書(仕 様 書)に よ

って作 られ た 「もの」 の解 説 とな るで あ ろ う。

※九州大学大型計算機センター研究開発部



制 御 文 に は

ジ ョブ の 規 定 をす る ものJOB文

ジ ョブ ステ ップ のssEXEC文

フ ァ イ ル の 〃FD文

ジ ョブ の初 め を指 定 す る ものNO文

ジ ョブ の 終 りを 〃JEND文

そ の 他 い くつ か の 制 御 文 が あ る。

た とえ ば 、FORTRANを 翻 訳 す るジョブ ス テ ップ に は

作 業 用 フ ァ イ ル4

入 力(SOURCE)フ ァ イル1

出 力(LP出 力 用)フ ァ イ ル1

出 力(頻 対 形 式 プ ロ グ ラム 用>1

の 計7個 の フ ァ イ ル を必 要 とす る。

しか し、1個 の ジ ョブ を翻 訳 す る の に この よ うに 多 くの 制 御 文 を必 要 とす るの は 利 用 者 に とっ て 極

め て 面 倒 で あ るの で 、FORTRANと い う制 御 文 の よ うに 標 準 的 に 使 用 さ れ る制御 文 の 組 に 対 して 名

前 をつ け 利 用 者 が 簡 単 に 使 用 で きる よ うに して あ るの で あ る。 この よ うに い くつ か の制 御 文 を組 に し

て そ の 代 表 名 と な っ て い るFORTRANと かLIEDRUNと い う制 御 文 をジョブ 制 御 マ クロ とい うの で

あ る。 以 下 、マ クロ で な い 制 御 文 の こ と を 基 本 制 御 文 とい い 、代 表 名 と して の 制 御 文 を以 下 ジ ョブ 制

御マクロ また は ジ ョブ マ クロ と呼 ぶ こ と にす る。

例 に あ げ た 制 御 マ ク ロ を制 御 文 に 展 開 す る と図1と な る。(次 頁 参 照)

この よ うに 多 くの 面倒 な 制 御 文 を ジ ョブ を 依 頼 す る毎 に書 か ね ば な らぬ こ と を考 え る と、 ジ ョブ マ

クロ の 有 難 さが わ か る とい う もの で あ る。

以Lの よ う な 面倒 な基 本制 御 文 に もそ れ ぞ れ い ろ い ろ な機 能 を持 っ て い て 、 本 来 す で に解 説 が な さ

れ て い るべ き で は あ るが 、 当セ ン ター の 方 針 は 、利 用 者 に は で き る限 り基 本制 御 文 を使 う とい う煩 雑

な こ とは させ な い で 、 ジ ョブマ ク ロ で済 ませ る と い う こ とで あ っ た が 、専用 フ ァ イル 、専 用 ボ リュー

ム の 使 用 者が 多 くな って き た こ とお よ び ジ ョブ マ クロ に 多 くの 機 能 を持 たせ る こ とが シ ステ ム の 効 率

上 よ くな い こ とな どか ら遅 れ ばせ なが ら、 こ こで基 本 制 御 文 に つ い て 解 説 す る こ と と した。 しか し、

F23()　 6{制 御プログラム に用 意 し て あ る 基 本 制 御 文 の す べ て の機 能 に つ い て はジョブ 制 御 言 語 文 浸ξ

編(SP-045-1-3)を 読 め ば 良 い こ とで あ るの で 、特 に セ ン ター 運 用 一h問題 のあ る こ と を中 心 と

して 話 を進 め て い くこ と とす る。



 001 010 

002036524 

003 #uuoti 7001000010,SYSTEtK,X,L=FURTRAN 

004 01 #EXEC FORTRAWt1AME=FORTRAN •PAKAM=, L I ST • OAP •OFT 

005 #FO RFLLiN,FII.F=(TEmPtkt3),UN1T=F461K,voL=W0RK,DISP=PASS, 

006SPACF=CTPK4100•1C0) 

007 *Fr SYSWr,].,FILE=(TEMp,wK1),WIIT=F461K,VOL=r;ORK•SPACF=rTRK+1U0) 

008 #FO SYShK.2.FIl.E=(TEMF',r^`K2) •UNIT=F461K•VVL=WORK,SPACE.=(TRK•100) 

009 #FP SYS0.34FILE=(TEMP,K.3),UPIT=F461K4VOL=wORK,SF'ACE=(TRK•30) 

010 *FD SYSWK4,FILE=CTEm $WK4),UriIT=t-461K•VOL=WORK,SPACE=(TRK•30) 

011 #F^ SYSPRT , F I LE = C i EMP . FoRTPHT) +Ut•I 1 T=F472K • VOL=WORK I DEVO=OA, 

012SYSU'IT=PPIIlT,SPAC[ (TRK,30,30) 

013 $F0 S(URCF ,* 

014 02 #FXE:C L1Et)•NAmE= .IEf)•PARAM='LIIAP' 

015 4F0 RELt)IN,FILL=CTEMI),K^i) 

016 #FO EXELIB,F ILE=CTEMf',E:Ei) +UNIT=F461K,VUL=WORK•DISP=PASS• 

017SPACE=CTRK,103)



018  *F1 SYSLIt+FILE=COLU•SYSI.FURTLIB)•UNTT=D.O20,VOL=(SPFC,DO0020) 

019 *Ft) F.S LIEb,FILE=COLD,F.SSLIR),UNI T=E.441•VOL=CSPEC+EJ0041) 

020 *Fp @.L1B,FILF=COLD,ry.LIB),UNIT=E.041,VOL=(SPEC+F00041) 

021 *FD P.L16,F ILF=(OLD,F1.LIB) +UMIT=F.O41,VOL=CSPEC+E00041) 

022 *Fp SYS4K1,FILE_=CTEM{ ,WKl),UI1I1aF461K•VOL=WORK,SF'ACE=<TRK,30) 

023 *Fr) SYSwK2,FILE=(rEMP,WK2),UN1T=F4b1K•VOL=WORK,SPACE=(T0,30) 

024 *Fn SYSA3,FIL`_=CTEMF>,WK3),UNIT=F461K,VOL=WORK+SPACE=CTRK+30) 

025 *FD SYSPRT,FILE=(TEMP,LIEDPRT),UNTT=F472K,VOL=WOPK,DEVD=DA, 

026S"sutIT=Pt. I NT, SPACE= (TRK + 70, 20) 

027 sr) S`•'SIN.* 

028 03 *EXEC Ex TI'RGr1,t1AI1E=EXOT 

029 *1) PPUGLIB,FILE=(TEMp,EB) 

030 *FT P9114T,FILE CTEP,Pr(INT),tJNIT=F472r,VOL=WORK,DEVO=DA, 

031SvSU!1T=P9 I NT. SPACE= CT F;K , 56135) 

032 41FP rcgU. 

033 *JFNU

図1



NO文

ジョブの初めを指示する基本制御文であり、当センターでは計算依頼カー ドとして受付に用意 し

てある。

¥NOジ ョブ番号

`ジ ョブ番号

6桁 の整数以外 を指定することはできない。 しか しこの制限は当センター独特なもの

である。

この制御文がない場合はジョブとして取扱うことはな く、カー ドリーダーから読み とばされて

しまう。計算依頼 カー ドの頭3桁 が¥NOで ないような計算依頼カー ドをつけたジョブはカー ド

リー ダを通過す るのみ ということになる。 このようなことはセンターの ミスであるが、ジョブを

依頼するときには一度確認する必要はある。

JOB文

ジョブ全体に関する情報 をシステムに知らせる基本制御文である。

¥JOB課 題番号,登 録名,ジ ョブ種別,言 語

〔,PSWD=合 いことば〕

          ERROR  

,  MSGLVL= LI ST 

          DETALL

〔,PRTY=(ジ ョブ 優 先 権 〔,実行 優 先 権 〔,主記 憶 優 先 権 〕〕)〕

〔,TIME==(処 理 装 置 使 用 時 間 〔,磁心 記 憶 装 置 占有 時 間 〕)〕

〔,SYSOUT=(印 刷 頁 数 〔,印刷 行 数 〔,カー ド出 力 枚 数 〔,端末 出 力 行 数 〕〕〕)〕

〔,CORE=(HCM占 有語 数)〕

〔,COND=((完 了 条 件 下 限,完 了 条件 上 限),… … …)〕

・課 題 番 号 ,登 録 名,ジ ョブ 種 別,言 語

こ れ らの パ ラ メー タに つ い て は 省 略 して は い け な い。

課 題 番 号 、 登 録 名 を誤 っ て指 定 し た と きは そ の ジ ョブ は 実 行 さ れ な い 。 これ は標 準 の

制 御 プ ロ グラ ム が 行 な っ て い る処 理 で は な くて 、課 題 登 録 の と きの 課 題 番 号 と登 録 名 を

あ らか じめ 大 記 憶 に 格 納 させ 、セ ン ター が 作 っ た 会計 ル ー チ ン(注)で チ ェ ッ ク を行 な っ

て い るか らで あ る 。



ジ ョブ マ ク ロQJOBの 場 合 は パ ラ メ ー タの 順 序 は こ こ まで は 同 じで あ るが 、ジ ョブ種

別 と言 語 の パ ラ メー タは 省 略 して も ジ ョブ が 実行 され な い わ け で は な い。 省 略 した と き

は 各 々 、Aジ ョブ とFORTRANを 指 定 した こ と とな る。

・PSWD

合 こ とば はQJOB文 の パ ラ メー タPASSWORDで 指 定 し た もの が 入 る。 この 使 用 の

意 味 は各 セ ン ター ご とに 定 め られ 、当 セ ン ター で は専 用 フ ァ イ ル をupdateす る 場 合 と 専

用 フ ァ イ ル を読 む と きに 各 々USR3、USR2を 指 定 す る必 要 が あ る。 省 略 し た 場 合 は

USR1と な る。 セ ン ター 業 務 に 必 要 な い くつ か の ユ ー テ ィ リテ ィに つ い て は 、特 別 の合

こ とば で 保 護 して い て 制 御 プ ロ グ ラム な ど を破 壊 さ れ るの を防 い で い る。

(注)セ ン ター の 会 計 ルー チ ン

F230-60制 御 プ ロ グラムに は セ ン ター の 裁 量 に まか され て い る い くつ か の 制 御 モ ジ ュー ル が

あ り、 こ れ らは セ ン ター で 独 自 な もの を制 御 プ ロ グ ラム に組 込 む の で あ る。 以 後 の 説 明 中 これ

らの ル ー チ ンの 名前 が 参 照 さ れ る こ とが あ る の で 、そ の 内 、制 御 文 に 関 連 した もの を下 に 記 す 。

1.NJCHKル ー チ ン

NO文,JOB文 の チ ッ ク を行 な う。

2.EXCHK

EXEC文 の チ ッ クを行 な う。

3.FDCHK

FD文 の チ ェ ッ ク を行 な う。

各 々 の チ ェ ッ クの方 法 に つ い て は 各 基本 制 御 文 の 項 で 述 べ る。

・MSGLVL

この パ ラ メー タは制 御 文 の リス トに 関 す る指 示 をす る もの で あ り、 次 の3段 階 に 分 れ

て い る。

ERROR

制 御 文 の リス トを エ ラー が お こ っ た 時 の み や る。

LIST

入 力 した 制 御 文 をそ の ま ま リ ス トす る

DETAIL

入 力 し た制 御 文 の す べ て と 、 それ が ジ ョブ マ クロ で あ れ ば そ れ の 展 開 形 で あ る

基 本 制 御 文 を す べ て リス トす る。

ジ ョブ マ ク ロQJOBで はLISTと な っ て い る。



・PRTY(優 先権)

ジョブ優先権、実行優先権 、主記憶優先権を指定す るものであるが、利用者の普通の

ジョブでは意味 を持たない。 これはNJCHKル ーチンがジョブ種別を見て優先権の指定

を行なっているからである。

しかしここで優先権について簡単に述べてお くのも無駄ではないであろう。

ジョブ優先権

カー ドリーダまたは リモー トバ ッチの端末などから大記憶に読込まれたジョブは、

直ちに実行 されるわけではなく、実行待ちの状態でSTACKさ れている。当センター

では普通3～4個 のジョブが同時実行 される(こ れをジョブの多重度 という)が 、こ

こでジョブが終了した時、次にSTACKさ れているうち、どのジョブの実行 を開始す

るかのめやす となるもので0～7の 整数であって数の多いもの程高い優先権 となって

いる。従ってジョブ種別によって、後か ら読込 まれたジョブであっても、すでに読込

まれているジョブ優先権の低いものよりも先に実行開始することがある。

実行優先権

実行が開始されたジョブは、この優先権に従ってジョブを実行す るものである。

0～7の 整数で数の多いほ ど優先度は高い。

主記憶優先権

実行が開始 されたジョブがすべて主記憶に入 り切れない ときは、この優先権に従っ

て低い ものを外部大記憶にロールアウ トする。0～7の 整数で数の多いほど優先度は

高い。

・TIME

処理装置使用時間

これはジョブマ クロQJOBのTIME指 定と全 く同じもので、ここで指定 した時間を

ジョブの実行時間が越えようとするときに、ジョブの実行を止めるための打切 り条件

となる。NJCHKル ーチンはこの指定が陽にない場合、また、ジョブ種別の打切 り時

問より大 きい値を指定 した場合には、そのジョブ種別に該当する値を入れる。

磁心記憶装置占有時間

ジョブが主記憶上にある時間の上限を示 し、ジョブの打切 り条件 とす る。 当センタ

ーの ように複数個のジョブを主記憶に同時に入れて交互に実行 させるときには厳密に

は意味がないのであるが、大記憶 を効率 よ くア クセスす るようなジョブはこの時間が

必要以 トに大 きくなるので常識的な値が普涌挿入されている.こ の楷宗夕利用者がす



る必 要 は な い と考 え ちれ る。

・SYSOUT

LP,CPな どの 出 力 量 に 対 す る打切 り条 件 を指 定 す る もの で あ り、TIMEと 同 じ よ う

に こ の パ ラ メー タを指 定 しな い場 合 や そ の ジ ョブ 種 別 の打 切 り条件 以上 の 値 を指 定 し た

場 合 に は 、 各 々ジョブ 種 別 に該 当 す る値 が 挿 入 され る。

印 刷 ペ ー ジ数

ジ ョブ マ クロQJOBの パ ラ メー タLPに 対 応 す る もの で あ る。 本 来 、 各 ジ ョブ ス テ

ッ プ に こ の 指 定 をす べ き で あ るが 、LP出 力 な どの 管 理 はF23o-60制 御プログラム シ

ス テ ム で は 不 可 能 で 、 ジ ョブ単 位 に 行 な っ て い る。 そ の た め 、す べ て の 時 間 が す ん で

出 力 は大 記 憶 出 カバ ッ フ ァ に 入 れ て あ る の に 、 出 力 途 中 で 打切 り条 件 で 切 られ る と い

う馬 鹿 馬 鹿 しい こ とに な る。 この よ うな 時 に はTIME指 定 とSYSOUT指 定 の バ ラ ン

ス を充 分 考 慮 して お か ね ば な らな い 。

印 刷 行 数

ジ ョブ マ クロQJOBの パ ラ メー タLPLに 対 応 し 、 出 力行 数 の 打 切 り条 件 とな る。

カー ド出 力 枚 数

ジ ョブ マ クロQJOBの パ ラ メー一タCPに 対 応 す る。 出 力 穿 孔 カ ー ド枚 数 の打 切 り条

件 とな る、

端 末 出 力行 数

}ヌモ ー トバ ッチ ジ ョブの 場 合 の 端 末 へ の 出 力 打 切 り条 件 とな る。

・CORE

HCM占 有 語 数 。 このジョブ で 使 用 で き る 主 記 憶 の 上 限 を指 定 し、 この 値 を越 え る主

記 憶 が 必要 とな っ た ら この ジ ョブ は 打 切 ら れ る。ジョブマクロQJOBのCOREパ ラ メ

ー タ と同 じで あ る
。

・COND

こ のジョブ の 実 行 中 に 各 ジ ョブ ステ ップの 終 了 した ときの完 了 コー ドが 、 こ こで 指 定 す

る完 了 コー ドの 下 限 と上 限 の 問 の 値 の と きに は そ れ 以 後 のジョブ ス テ ッ プ は 実行 し な い。

ジ ョブ マ クロQJOBの パ ラ メー タCONDITIONと 同 じで あ る。

完 了 コー ドとはo～511の 値 をい う。

以 上 の よ うに 基 本 制 御 文JOB文 は ジ ョブマ ク ロQJOBで ほ とん どす べ ての 機 能 が 代行 可能 で あ る。

ま た 、NJCHKル ー チ ンは パ ラ メー タ の 自由 な 指 定 を禁 止 し て い る の で この 制 御 文 を利 用 者 が 使 用

オーZ,,1)/1、SEt-1・as～か いPt・#sス、《
fl



NJCHKル ー チ ン に つ い て

各 パ ラ メー タに 対 す るNJCHKル ー チ ンの チ ェ ッ クは 各 パ ラ メー タの 項 で述 べ たが 、 こ こ で

そ れ を ま とめ て み よ う。

1.ジ ョブ 番号 の チ ェ ッ ク。6桁 の 数 字 で あ る こ と。

2.課 題 番 号 、 登 録 名 が 課 題 登 録 簿 フ ァ イ ル と一 致 して い る こ と。

3.各 ジ ョブ種 別 に対 して 制 限 して い る処 理 装 置 時 間 、各 出 力 量 の 挿 入。

EXEC文

こ の 基 本 制 御 文 は ジ ョブ ス テ ッ プ を 開始 す る最 初 の制 御 文 で あ っ て 、 ジ ョブ ス テ ップ に必 要 な 各

種 の指 定 を行 な う。

¥EXECプ ロ グ ラ ム 名

〔,NAME=ジ ョブ ス テ ップ 名 〕

〔,PARAMニ ▼プ ロ グ ラ ム に対 す るパ ラ メー タ情 報 ▼〕

〔,PRTY=(実 行 優 先 権 〔,主記 憶 優i先権 〕)〕

〔,TIME=(処 理 装 置 使 用 時 間 〔,磁心 記 憶 装 置 占 有 時 間 〕)〕

〔,CORE=(HCM占 有 語 数)〕

〔,COND=((先 行 す る ジ ョブ ステ ッ プ 名,完 了 条 件 下 限,完 了 条 件上 限),… …)〕

・プ ロ グ ラ ム 名

こ の ジ ョブ ス テ ップ と して 実 行 す べ きプ ロ グ ラ ム の 名 前 を あ らわ す。

た とえ ば 、FORTRANコ ン パ イ ラー のプログラム 名 はFORTRANと な っ て い る。

・NEME

ジ ョブ ステ ップ 名

このEXEC文 で 開 始 され る ジ ョブ ス テ ップ に つ け られ る 名前 で あ る。

以 後 の ジ ョブ ス テ ップ で この ジ ョブ ス テ ッ プ の 完 了 コー ドを参 照 す る 時 に は この 名

前 が 参 照 さ れ る。 す べ て の ジ ョブ ステ ッ プ 名 は一 致 して は な ら な い。 しか し 、 こ の パ

ラ メー タ を省 略 す る と名 前 は 空 白 とな り、 ジ ョブ ス テ ップ 名 の 一 致 不 一 致 の チ ェ ッ ク

の 対 象 に は な ら な い。 ジ ョブマ ク ロで のMACROSTEPパ ラ メー タ は こ の ジ ョブ ス テ

ップ をか え る もの で あ る。



た と えば 次 の よ うに な る 。

$FORTRAN

↓展 開 す る と

$EXECFORTRAN,NAME=FORTRAN,

$FORTRANMACROSTEP=1

↓展 開 す る と

$EXECFORTRAN,NAME=FORTRAN1

・PARAM

プ ロ グ ラム に対 す るパ ラ メー タ情 報 。

こ こで ▼と ▼で は さ ま れ た 記 号 列 を処 理 プ ロ グ ラ ム は 参 照 す る こ と が で き る 。 最 大

12o字 まで で あ る。 これ らの 意 味 は 各 処 理 プ ロ グ ラム に よっ て 異 な る、

FORTRANコ ンパ イ ラー に対 す るパ ラ メー タ情 報 はLIST,MAP,OPT指 定 な ど非

常 に 多 く、パ ラ メー タ情 報 の 値 が よ く12o字 を越 え て し ま う こ とが あ る。 特 に 大 記 憶

上 の専 用 フ ァ イル のFORTRANSOURCEプ ロ グラ ム を コ ンパ イ ルす る場 合 に その

エ レ メ ン トを 多 く指 定 した と き な ど120字 を越 え て し ま う こ とが あ る。

・PRTY,TIME,CORE

JOB文 の指 定 と同 じで あ る。JOB文 の 制 限 を越 え る こ とは で き な い。

・COND

先 行 す る ジ ョプ ス テ ップ の 完 了状 態 に よ っ て こ の ジ ョブ ス テ ップ を ス キ ップ す るか

ど うか を決 定 す る。先 行 す る ジ ョプ ス テ ッ プ の 参 照 の キ ー は ジ ョブ ス テ ッ プ 名 で あ る。

この 指 定 に 該 当 した と きは この ジ ョブ ステ ップ は ス キ ッ プ さ れ る。

 Oij. $ NO 

$ JOB COND= ( 1 , 2 ) 

$ EXEC FORTRAN, NAME=F 

$ EXEC LIED, NAME= L 1 , COND= (F, 470, 511 ) 

$ EXEC EXQTP 1, NAME=E 1, COND= ((F, 470, 511), (L1, 470, 511)) 

$ EXEC LIED, NAME= L 2 , COND= ( (F, 470, 511), (E 1 , 0, 0) ) 

    $ EXEC EXQTP2, NAME= E2, COND= ((F, 470, 511), (El, 0, 0), 
(L2,470,511)) 

$JEND



前 ペー ジ の例 は

ジ ョブ ス テ ップ 名FのFORTRANコ ンパ イ ル を行 な う。

Fの 完 了 コ ー ドが000で あ れ ば 、Fで コ ンパ イ ル し た1部 を

結 合(L1),実 行(E1)と 行 な う。

E1の 完 了 コー ドが000で あ れ ば 以 後 の ジ ョブ ス テ ップ を

ス キ ッ プす るが 、E1の 完 了 コー ドが470～511の 場 合 は新 た

に結 合(L2),実 行(E2)と 行 な う。

EXCHKル ー チ ン に つ い て

セ ン ター に は い くつ か の処 理 プ ロ グラ ム が 用 意 され て い る。 しか しそ の 中で い くつ か の 特 殊

な もの は 、利 用 者 が 使 用 で き な い よ うに 、 パ スワ ー ドに よ るチ ェ ッ ク を行 な っ て い る。

こ れ もNJCHKや 後 述 す る予 定 のFDCHKと 同 じ よ うに セ ン ター の 制 御 プ ロ グ ラム フ ァイ ル

や 言語 フ ァ イ ル な どが 誤 っ て破 壊 され る こ と を防 ぐため で あ る。


